
児童・生徒数の状況 
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資料３ 行田市教育の取組 



確かな学力と生きる力を 

    はぐくむ学校教育の推進 

「少人数学級編制」事業 
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学級編制定数 

小学１・２年生 
35人 

（30人との選択可能） 

小学３～    
中学３年生 

35人 

市費負担教職員数・・・２４人（平成２７年度） 

今年度より小中学校全学年において、国の学級編制によ
らず、市独自で少人数学級（※３５人）を取り入れ、きめ細
やかな教育を行っています。※小学１・２年生は３０人との選択可能 



小学校英語活動事業 
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元気なぎょうだのびのび英語教育事業 

 小学１年生から英語に親しむ授業を設け、子どもの豊かな
国際感覚とコミュニケーション能力を養っています。 

 授業のすべてを外国人の英語指導助手（ＡＬＴ）が担当して
います。 

ＡＬＴ １２人     英語ボランティア ９人 

（うち小学校８人） 
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小・中学校 

 

保護者・地域 

① さわやか相談室の活用 

●児童・生徒の実態調査の実施 

●保護者へのアンケートなどの実施 

●定期的な生徒指導委員会の開催 

●学級活動の充実 

●直通電話の周知徹底 

② 校内体制の充実 

携帯電話やインターネットに関する 

情報モラル教育の推進 

教育委員会・教育研修センター 

●ホームページ 

広報活動 ●クリアファイル配布 （小学１年生） 

＜専用電話・専用メール＞ 

① いじめ相談ホットラインの開設 

② 学校ネットパトロールの実施 

連携を深める 

・ 観察（見守り） 

・ 相談（共通理解・情報の共有） 

・ 行動（実践） 

●「いじめ防止基本方針」の策定 

いじめ対策推進事業 



小・中学校施設整備事業 
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◎学校トイレ改修事業  
  

 【改修工事】 

  

 

 

 

 
 

◎エアコン設置事業 

 平成２５年度 市内全小中学校普通教室 

  平成２６年度 市内全小中学校特別教室 

 

◎非構造部材耐震化事業 
 

屋内運動場等の非構造部材について耐震化を図っていきます。 

 （例：窓ガラスの飛散防止、照明器具、スピーカーの落下防止対策等） 
 【平成２７年度設計業務、平成２８年度改修工事】 
  忍中、見沼中、西中、南河原中 

※写真は南小学校 

（平成２６年度工事実施） 

Ｈ２５ 忍中、行田中、埼玉中、太田中、西中 

Ｈ２６ 中央小、南小、長野中（北棟）、見沼中、南河原中 

Ｈ２７ 東小、西小、北小、須加小、長野中（南棟） 

Ｈ２８ 埼玉小、星宮小、太田西小、太田東小、荒木小 

Ｈ２９ 下忍小、泉小、桜ヶ丘小、南河原小 

※写真は星宮小学校 

（平成２６年度工事実施） 









◎ 子ども大学ぎょうだ 
目 的 

 「元気な地域を創造する子ども大学推進事業」 
 

  ・子どもの生きる力の向上 
  ・子どもの知的好奇心を刺激する学びの機会の提供 
  ・大学･行政・ＮＰＯなどとの連携による地域の教育力の向上 
 

対  象   小学４～６ 年生 

参加者   ４８ 人（平成２７年度） 

内  容   ものごとの原理や仕組みを知る  「はてな学」 
        地域を知り郷土を愛する心を育てる  「ふるさと学」 
        将来を考える  「生き方学」  
 
 
 
 
  
 

９ 

◎ ジュニアリーダー育成事業 
目 的 

 「子どもと大人の架け橋として、地域活動や子ども会活動の推進役となるリーダーを育 
 成する」 
 

 

対  象   研修生（中学１～３ 年生）、クラブ生（高校生・大学生）   参加者   ４７人（平成２７年度） 

内  容   救急法、応急手当の仕方、行事計画とプログラムの作成、宿泊研修、野外炊事、レクリエーション実  
        技、緑のボランティアなど   
 



◎行田市総合公園プール跡地利用について 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スポーツ推進審議会からの答申】 

 要旨：競技種目については限定せず、多目的グラウンドの整備をすべきである。 

 付記：夜間照明設備も設置することを検討すべきである。 

 （今後の予定） 

 ・平成２７年度  

   総合公園プール解体工事 （平成２８年３月まで） 

    新施設調査設計業務開始 （９月までに） 

 ・平成２８年度  

   新施設整備工事開始（平成２９年３月まで） 

 ・平成２９年度 ： 新施設供用開始 

  [多目的グラウンドで行うと考えられる競技] 
 ○サッカー      １面 （国際規格） 

 ○少年サッカー   ２面  

 ○少年野球     １面 

 ○ソフトボール    １面  （国際規格） 

 ○グラウンド・ゴルフ 

 ○ターゲット・バードゴルフ 
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◎ 歴史と文化を大切にする教育の推進 
【足袋蔵等足袋産業遺産の保存・活用推進】 

・足袋蔵等歴史的建築物の所在と現状を随時把握し、 

 詳細調査を毎年実施して、文化財指定・登録を推進 

・足袋蔵等近代化遺産を巡るツアーを開催 

・足袋蔵への案内板を増設予定 

・国登録有形民俗文化財に登録された「行田の足袋製 

 造用具及び製品」の研究・活用 

 

【忍川流域の文化財の調査・整備・活用推進】 

・「石田堤歴史の広場」を整備・開設 

・文化財愛護ボランティアが忍川流域の文化財の調査 

 を実施、文化財散策コースを検討中 

・文化財散策コース設定後、案内板・ガイドマップ等を 

 整備予定 
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  Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２８ 

耐震補強工事 
 対象公民館 

埼 玉 太 田 星 河 長 野 持 田  
南河原 

 
太 井 

忍・行田 
（建替え） 

◎ 耐震強度不足の公民館は順次耐震改修しています 
   
   ～ 市民の安心・安全のために ～ 
 
     ※ 須加、星宮、地域文化センター、佐間、桜ヶ丘の５館は、 
                   昭和５６年６月建築基準法改正以降の建設。 
 
      ※ 荒木、北河原、下忍の３館は、耐震改修不要。 

Ｈ２７.８.１現在 

◎公民館施設整備事業                           

● 「行田市施設検討委員会」の意見 
  忍・行田公民館は、隣地にある旧図書館跡地を 
 活用し、建て替えることが適当である。 

◎ 忍・行田公民館は検討の結果、建替えを選択 
   ～ 行田市施設検討委員会の意見を踏まえて ～     

● 開館時期            
  平成29年度当初のオープンを予定 
 

建替えが決まった忍・行田公民館 
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◎お腹のなかからはじまる読書体験 
胎児期（妊娠期)から学童期 

◎マタニティ読書手帳 

胎児に、絵本で語りかけることで、
母体のリラックス効果と誕生前
から本に親しむ環境づくりをする。 

◎ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ 
生後４カ月検診時に絵本を贈呈 

小学校入学時 

 ◎セカンドブック  
 ２０冊の本から １冊を自分で選ぶことで、 

 自ら本に触れるきっかけをつくる。 

 ◎セカンドブック用読書手帳 

読み聞かせ 
◎月６回の定例おはなし会 
◎保育士と過ごす「とことこタイム」 

◎学校移動図書館・緑陰図書館 

１３ 


